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タの燃料ガス排気能力を計算した。その結果、 ITER (大半径8.1m) を想定した場合のぺプルダイバータの燃料ガス




















(2)最大の水素放出量より、 ITER (大半径8.1m) を想定した場合の燃料ガス排気量は380Pa ・m3/sec に相当し、こ
の排気量は ITER の定常運転時に必要な燃料ガス供給量200Pa ・m3/sec より大きいことから、ぺブルダイパータ
システムは十分な燃料ガス排気能力を持つ可能性があることを明らかにしている o
(3)黒鉛材による He 排気は既存のデータからは燃料ガス排気と両立しないことを示し、既存の TDS データから He





考慮、して評価し、 SiC カーネルで約1.2mm、黒鉛カーネルで約1.4mm であることを示している。
以上のように、本論文は、高粒子束水素ビーム照射下で黒鉛中に過渡的に飽和水素吸蔵量以上に水素が吸蔵される
現象を実験的に初めて示したことは大きな成果であるo この成果は核融合炉の粒子制御の分野に大きく寄与すると考
えられる。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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